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SR推進管
曲線推進工法用推進管

曲線推進で、軸方向応力度を正しく検討している管です。

SR推進管の特長
推進耐力が大きくなります。

推進力伝達材の適切な検討選定により、推力伝達面積が拡大し、推進耐力が向
上します。

標準管長で急曲線推進が可能です。
複数可とう部を設けることにより、急曲線の施工ができます。

目地の開きが少なくなります。
目地材は、従来管の約20〜50％となります。

経済的です。
施工時に特別な器具や資材が要りません。

管軸方向応力度を検討しています。
推進工法では、管軸方向応力度の安全を確認することが最も重要です。

曲線推進では、管の軸方向応力度の検討が最も重要です。

SR推進管の種類

中大口径SR推進管の種類

外圧強さ 内圧強さ 圧縮強度 継手形状 可とう部
の数

可とう部数
の記号

呼び径の
範囲

外圧管

１種 － 50，70
SRB形
SRC形

0
1
2
3
4

a
b1
b2
b3
b4

800〜
3000２種 － 50，70

３種 － 50

内圧管

１種 2P 50，70

SRC形

0
1
2
3
4

a
b1
b2
b3
b4

800〜
3000２種 4P 50，70

３種 6P 50

注）継手形状は、曲線半径や耐震上の抜け出し量を考慮して選定します。

小口径SR推進管の種類

外圧強さ 内圧強さ 圧縮強度 継手形状 可とう部
の数

可とう部数
の記号

呼び径の
範囲

外圧管
１種 － 50，70 SRSA形

SRSB形
0
1
2

a
b1
b2

250〜
700２種 － 50

SR推進管の外圧強さ及び圧縮強度は、JSWAS A-6やA-2規格と同様です。
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SR推進管の構造
可とう部及び継手部の構造

　可とう部は、推進力を伝達する推進力伝達材、可とうゴム及びカラー（ウェア）で
構成されており、継手部は、受け口に推進力伝達材が埋め込まれています。

推進力伝達材の構造 　推進力伝達材は左右が厚く、中央の位置となる上下の部分が薄くなっており、推力の大き
さや曲げ角度（曲線半径）によって厚さを変えております。
　推進力伝達材は推力による最大応力度が許容圧縮応力度以下となるよう、施工条件に応じ
てその都度検討し、材質や厚さを決定しております。
　使用する推進力伝達材は、実験により圧縮性状を確認したものを使用しております。

可とう部 継手部

推進力伝達材 推進力伝達材

可とうゴム

継手用カラー

可とう部ウェア
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小口径ＳＲ推進管の形状寸法

　小口径SR推進管の形状及び寸法は、JSWAS　A-6（SJA，SJB）規格と基本的には同じとなっております。

小口径SR推進管の形状図（b1形平面図）

小口径SR推進管の寸法

注）（　）内はSRSA形の継手の場合である。

推進力伝達材
推進力伝達材

呼び径

（mm）

内径
D

（mm）
D1

（mm）
D2

（mm）
πD2
（mm）

厚さ
T

（mm）

有効長
L

（mm）
L1

（mm）
Lc

（mm）
Lc2
（mm）

分割長さ　Lb 参考
質量
（kg）

b1形
（mm）

b2形
（mm）

250 250 337 342 1074 55
2000

117

（107）

170

（160）
100
（90）

1000 667
  260

300 300 391 396 1244 57   315

350 350 447 452 1420 60

2430 1215 810

  462

400 400 503 508 1596 63   548

450 450 561 566 1778 67   651

500 500 617 622 1954 70   749

600 600 731 736 2312 80 127

（117）

200

（190）
110
（100）

1030

700 700 851 856 2689 90 1340
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中大口径SR推進管の形状寸法

L1：202(142)　Lc：320(270)，Lc2：170(116)
注）（　）内は、SRB形の場合です。

中大口径SR推進管の形状図（b1平面図）

中大口径SR推進管の寸法

注）a形の場合は、可とう部がありませんので、Lb寸法はありません。

　中大口径SR推進管の形状及び寸法は、JSWAS　A-2（JB，JC）規格と基本的には同じとなっております。

推進力伝達材 推進力伝達材

呼び径

（mm）

内径
D

（mm）
D1

（mm）
D2

（mm）
πD2
（mm）

厚さ
T

（mm）

有効長
L

（mm）

分割長さ　Lb 参考
質量
（kg）

b1形
（mm）

b2形
（mm）

b3形
（mm）

b4形
（mm）

  800   800   930 938   2947   80

2430 1215 810 608 486

  1340

  900   900 1050 1058   3324   90   1680

1000 1000 1170 1178   3701 100   2070

1100 1100 1280 1288   4046 105   2390

1200 1200 1400 1408   4423 115   2850

1350 1350 1560 1568   4926 125   3470

1500 1500 1740 1748   5492 140   4320

1650 1650 1910 1918   6026 150   5080

1800 1800 2080 2088   6560 160   5910

2000 2000 2310 2318   7282 175   7160

2200 2200 2540 2548   8005 190   8540

2400 2400 2760 2768   8696 205 10100

2600 2600 2990 2998   9418 220 11700

2800 2800 3220 3228 10141 235 13400

3000 3000 3450 3458 10864 250 15300
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SR推進管の継手及び可とう部性能

SR推進管の曲げ強度荷重

　SR推進管の継手部の水密性及び抜出し性能は、JSWAS　A-6及びA-2規格に同じとなっております。
　可とう部の性能は、SRSB形、SRC形の継手部と同じとなっております。

　SR推進管の曲げ強度荷重（外圧強さ）は以下の通りです。

継手部の
性能

可とう部の
性能

注）抜出し長とは、管と管との開きをいう。

注）抜出し長とは、可とう部の元の長さからの伸びをいう。

小口径SR推進管の曲げ強度荷重
� 単位：kN/m

呼び径
ひび割れ荷重 破壊荷重
1　種 2　種 1　種 2　種

250 32.4 64.8 49.1 97.1
300 34.4 68.7 52.0 103
350 37.3 74.6 55.9 112
400 39.3 78.5 58.9 118
450 42.2 84.4 63.8 127
500 44.2 88.3 66.7 133
600 46.1 92.2 69.7 138
700 48.1 96.2 72.6 143

中大口径SR推進管の曲げ強度荷重
� 単位：kN/m

呼び径
ひび割れ荷重 破壊荷重

1種 2種 3種 1種 2種 3種
800 35.4 70.7 88.5 57.9 106 132
900 38.3 76.5 95.7 64.8 115 143
1000 41.2 82.4 103 71.6 124 154
1100 42.7 85.4 106 78.5 128 159
1200 44.2 88.3 110 86.3 133 165
1350 47.1 94.2 117 98.1 142 175
1500 50.1 101 125 110 151 187
1650 53.0 106 132 122 159 198
1800 55.9 112 139 134 168 208
2000 58.9 118 148 142 177 220
2200 61.8 124 154 149 186 231
2400 64.8 130 162 155 195 243
2600 67.7 136 169 163 203 253
2800 70.7 142 176 170 212 264
3000 73.6 148 184 177 221 276
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曲線での推進耐力

■曲線推進における推進耐力は、管軸方向応力度に対して
安全でなければなりません。単純に直線時の許容耐荷力
や許容平均圧縮応力度から求めることは誤りで、危険と
言えます。

■曲線推進での管の推進耐力は、使用する推進力伝達材の
材質（圧縮性状）、厚さ、形状、曲線半径および曲線の
形状（単曲線やＳ字カーブ等）によって異なります。

■ SR推進管（推進力伝達材）の仕様は、曲線半径や推力
等に応じて検討して決めております。また、可とう部の
数を増すと、曲げ角度が小さくなり推力の伝達面積が増
し、推進耐力が向上します。

■推進耐力は、使用する推進力伝達材や曲げ角度により異
なるので、一概に求めることは出来ません。個々に検討
する必要があります。

　φ800（50N管）の場合の一例を示すと図のようになり、SR推進管の推
進耐力は大きくなります。
　これは、推進力伝達材の違いにより、応力度の分布と推力伝達面積が異な
るためです。

SR推進管の推進耐力は
大きくなります。

注1）SRJ−b4は、aの１／５の曲線半径の場合と同じとなります。
注2）管種検討時には、直線時許容耐荷力を上限としています。

パーティクルボード全周10mm厚
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SR推進管の曲線半径

　推進工法用管の施工可能な曲線半径は、継手などの曲げ性能と側圧の他に、管軸方
向の応力から決まります。
　継手の曲げ性能から求めたSR推進管の最小曲線半径は表のようになります。
　この場合の推進耐荷力は直線時の25〜30％（推進力伝達材により変わります）程
度となります。
　推力が大きい場合は、曲線半径を緩くして応力度の均等化を図る必要がありますの
で、曲線半径は下表の値より大きく（曲げ量は小さく）なります。
　下表の最小曲線半径は目安であり、設計の際は個々に検討する必要があります。

標準管長で
急曲線推進が
可能です。

最小曲線半径（SRC形）

曲線状況

注）曲線半径は、開口差から求めた値です。軸方向応力度の検討が必要となります。
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SR推進管の継手

　SR推進管の継手は、標準とし
てはNS推進管（JC）としておりま
すが、使用条件により JB 等の、
下位の性能の継手とすることも出
来ます。

　 受 け 口 部 の 推 進 力 伝 達 材 は、
360°全周に配置され管体に埋め
込まれているために、開口幅が狭
くなり目地量が少なくなります。

（単曲線の場合）

JC の場合の継手形状

　目地モルタル量は、推進力伝達材の厚さ、推力、曲線半径等で異なりますが、従来の管を使用し
た場合の20〜50％程度となります。
　通常の管で上下90°に推進力伝達材を配置した場合は、推進力伝達材が厚くなるに従って、モ
ルタル量も増加します。

SR推進管の
目地モルタル量

目地の開きが
少なくなります。
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曲線推進応力度

　図は、曲線推進時の各種推進力伝達材を、単曲線の同一条件で比較した例です。
　�発進時の直線と曲線時の応力分布と推力分布が示されています。推進力伝達材は先ず、発進時に圧縮変形し曲線で更に

変形するとして検討しています。

SR推進管 360°使用 上下部分使用

　推力が広範囲に分布し、応力度
が小さく、推力を更に上げること
が可能です。

　推進力伝達材の端部位置に、大
きな応力度が生じるために、剪断
応力と管の周方向に引張応力が生
じて、管軸方向に斜めのひび割れ
が生じることがあります。

　曲線内側に応力度が集中的に作
用し、管端部が破損することがあ
ります。

曲げ軸力試験
　実物により、曲げ軸力試験を行い、理論の確認を行っております。
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公益社団法人　日本下水道協会認定適用資器材（Ⅰ類）登録品

SR-JD管
JSWAS A-2 継手性能JDに対応した推進管

● JSWAS A-2-2018に対応した推進管です
● 継手性能JDに対応しています
　 （耐水性0.4MPa,抜出し長60mm）
● 内圧管および3種70Nまでラインナップ

管の種類

外圧管

内圧管

1　種
2　種
3　種
1　種
2　種
3　種

-
-
-
AW2
AW4
AW6

50,70 JD 800～3000

区　　分 耐水性
（MPa）

抜出し長
（mm）

JD 0.4 60

内 外 圧 外圧強さ 内圧強さ 圧縮強度 継手性能 呼 び 径

継手性能

水平・曲げ複合抜出水密試験状況
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